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2024 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2023 年 5 月 11 日に公表いたしました 2024 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想値と本日発表の
実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、通期業績予想につきましても修正いたしましたので、あわせてお知らせいたします。 
 

記 
 

 
１．2024 年 3 月期第 2 四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異 
（2023 年 4 月 1 日～2023年 9 月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

四半期純利益 

1 株 当 た り 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ）  
（2023年 5月 11日公表） 
 
 

83,500 4,500 5,000 4,000 161.42 

実 績 値 （Ｂ） 
 

79,115 6,010 6,305 5,672 228.92 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △4,384 1,510 1,305 1,672  

増  減  率（％） △5.3% 33.6% 26.1% 41.8%   

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
78,268 7,426 10,625 16,863 421.65 

（2023年 3 月期第 2四半期） 

 
 
２．2024 年 3 月期通期の連結業績予想の修正 
（2023 年 4 月 1 日～2024年 3 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ）  
（2023年 5月 11日公表） 

182,500 14,000 16,000 14,000 564.97 

今回発表予想（Ｂ） 161,500 11,000 12,000 10,000 403.55 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △21,000 △3,000 △4,000 △4,000   

増  減  率（％） △11.5% △21.4% △25.0% △28.6%   

（ご参考）前期実績 
169,309 16,757 19,637 42,494 1,222.21 

（2023 年 3 月期通期） 

 
 
３．理由 

   当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、ハイドロフルオロオレフィン製品と半導体産
業向け関連製品の販売減少、肥料製品の販売減少と販売価格の低下などにより売上高は前回発表
値を下回りましたが、建築用ガラス製品の価格改定の浸透、医薬関連製品の出荷前倒し、リチウ
ムイオン電池用電解液製品の販売増加などの増収要因により、営業利益、経常利益、親会社株主
に帰属する四半期純利益は前回発表値を上回りました。 
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  通期連結累計期間の業績につきましては、ハイドロフルオロオレフィン製品と半導体産業向け
関連製品の販売減少、肥料製品の販売減少と販売価格の低下に加え、今後リチウムイオン電池用
電解液製品の需要鈍化と販売価格の低下が見込まれており、売上高は前回発表値を下回ると想定
しております。それらの減益要因を織り込み、各段階利益を見直し、当第２四半期連結累計期間
の実績を踏まえた結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても
前回発表値を下回る見通しです。 

 
＜ご参考＞ 
 上記２．「2024 年 3 月期通期の連結業績予想の修正」における売上高及び営業利益内訳 

  
売上高 営業利益 

ガラス事業 化成品事業 合計 ガラス事業 化成品事業 合計 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想（Ａ）    
（2023年 5月 11日公表） 

62,500 120,000 182,500 2,000 12,000 14,000 

今回発表予想（Ｂ） 61,000 100,500 161,500 2,500 8,500 11,000 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,500 △19,500 △21,000 500 △3,500 △3,000 

 
 
 
※この業績予想は、当社が現時点での入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等
は様々な要因によりこれらの予想とは異なる場合があります。今後の状況の変化に伴う影響を慎重
に見極めながら、適宜見直していくこととしております。 

 
以 上 


